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あ　と　が　き
　巻頭言で三輪前学長が大学における教育と研究につい
て言及され，両者が表裏一体のものとして大切である事
を指摘しておられる．当然ながら，教育と研究は独立し
た別々のものでなく，学問（科学と言ってもいい）と言
うただ一つのものの異なった側面だからであろう．
　西欧流の科学（医学も含めた）が我国に入って来て間
もない明治初期に招かれて来日し，東大で教えた独人医
師ベルツが「西洋の科学の起源と本質に関して，日本で
はしばしば間違った受け取り方がなされているようだ．
日本では西欧人の科学の威塁を引き継ぐだけで満足し，
その成果を生み出した精神を学ぼうとしていない」と言
ったとされる（最近の新聞記事）．その事情は平成の今
でも余り変わっていないように思われる．精神と言うと
堅苦しくて道徳めいて響くが，『他の動物と違って，人
間だけが持つ知性という創造的な営みへの敬意と憧れ』
と言い換えてみよう．それが持てるか否かは心構えや努
力にかかるよりも人それぞれの感性のようなものにかか
ると思われ，その感性は人間の直接の触れ合いを通して
人から人へ感動をもって受け継がれていくような性質の
ものと思われる．それが西洋（特にヨーロッパの）社会
に長年の精神的伝統の厚みの中で（科学の専門家の間に
のみでなく）育って来たものであり，くやしいが短期の
真似では我々の社会が所有出来ないものである．近年，
世界の第一線の研究者は“Publish　or　perish！”と言うよ
うな血みどろの競争をそれぞれの分野でしており，それ
は人間の知的営みとしての科学の一面がアメリカ的な競
争の場で強調されたもので，プロとして小気味よく華々
しいが，それが科学の極致でも全てでもない．それを超
えたものがある事をベルツ医師の指摘が教えている．知
性はノウ・ハウのような墨とは違う．それが分からな
くて競争と能率だけを真似れば，中身の質をそっちのけ
にした論文の数かせぎが横行し，教育の場では上手に管
理された詰め込みが行われるだけになってしまう．
　知性とは我々それぞれにとって何なのか，それによっ
て自分が人間の誇りと感動を持てるのかどうか，めいめ
いが確かめ直してみょうではないか．そのようにして，
知性の尊重されている事が実感出来る大学になろう．そ
れが三輪前学長の残された問題提起に応えるための基本
的な手段と目標のように思われる．　（小林春雄　記）
幹事会（要旨）（平成4年3月）
1．英文校閲者バロン教授に平成4年1月29日付で，委
　員を委嘱した．
2．臨床懇話会：第218回開催報告および第219回開催
　（予定）が決められた．
3．編集方法および審査方法について討議した．
4．略語の用い方等について，投稿規程を再検討するこ
　ととなった．
5．次回5月27日（水）幹事会終了後に評議員会を開催
　することとなった．
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